
管路・とう道料金算定根拠

（ＮＴＴ東日本）
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Ⅰ　とう道又は管路に係る負担額

  とう道又は管路の負担額の算定にあたっては、正味の帳簿価額をベースとすることから、料金表 第２ 網改造料 ２－１ 算出式の「取得固定資産価額」を

「正味固定資産価額」に読み替え、適用するものとする。なお、正味価額ベースの設備管理運営費の算定については以下のとおりとする。

１．年額料金の算定に係る比率

設備管理運営費比率〔正味固定資産価額ベース・中継伝送路に係る設備の土木設備〕（減価償却費除き） （単位：百万円）

区            分

①取得固定資産価額

②減価償却累計額

③正味固定資産価額

④設備管理運営費

（再掲）⑤減価償却費

⑥設備管理運営費（減価償却費除き）

⑦設備管理運営費比率 ⑥／③

中継伝送路に
係る設備

109,341

92,941

16,401

952

2,833

0.173

「網使用料算定根拠」記載の（別紙５）中継伝送路に係る設備の費用明細表より

④－⑤

備            考

「網使用料算定根拠」記載の（別紙６）中継伝送路に係る設備の固定資産明細表より （建物・構築物・土地・建設仮勘定
除く）

3,785 「網使用料算定根拠」記載の（別紙５）中継伝送路に係る設備の費用明細表より

「網使用料算定根拠」記載の（別紙６）中継伝送路に係る設備の固定資産明細表より （建物・構築物・土地・建設仮勘定
除く）

①－②

（中継伝送路に係る設備の内訳の土木設備を適用）
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Ⅱ　とう道に係る年額料金

再) 減価
償却費

1 北海道 39,678 7,470,438 383,546 188,277 42,193 9,666 269 934 444 3,549 47,389

2 青森 1,207 180,313 7,242 149,389 31,808 6,000 214 741 353 3,435 36,551

3 岩手 1,152 732,306 11,919 635,682 120,165 10,346 909 3,153 1,500 12,719 138,446

4 宮城 17,546 5,432,900 223,808 309,638 66,248 12,755 443 1,536 731 4,770 73,728

5 秋田 441 77,758 3,241 176,322 37,810 7,349 252 875 416 3,890 43,243

6 山形 805 226,630 11,252 281,528 62,614 13,978 403 1,396 664 6,146 71,223

7 福島 4,597 1,064,923 39,261 231,656 48,561 8,541 331 1,149 547 4,583 55,171

8 茨城 1,411 252,629 13,470 179,043 40,477 9,546 256 888 423 3,849 45,893

9 栃木 937 218,530 11,017 233,223 52,049 11,758 334 1,157 550 3,684 57,774

10 群馬 1,983 314,526 15,019 158,611 34,975 7,574 227 787 374 2,692 39,055

11 埼玉 3,549 678,304 38,364 191,125 43,828 10,810 273 948 451 2,364 47,864

12 千葉 15,691 2,800,526 145,734 178,480 40,121 9,288 255 885 421 2,220 43,902

13 東京 293,207 93,321,613 4,015,888 318,279 68,681 13,696 455 1,579 751 5,036 76,502

14 神奈川 30,067 10,151,355 542,448 337,624 76,368 18,041 483 1,675 797 4,879 84,202

15 新潟 1,089 233,678 11,255 214,580 47,405 10,335 307 1,064 506 3,817 53,099

16 山梨 721 106,904 3,665 148,272 30,698 5,083 212 735 350 2,911 34,906

17 長野 1,009 173,435 9,883 171,888 39,490 9,795 246 853 406 2,572 43,567

※とう道にはとう道・とう道用電気設備・監視装置を含む。

※当社の固定資産管理単位の都合上、一部行政区域と合致しない地域があるが、該当する地域については当社の固定資産管理単位に従って算定した。

⑤調整額

とう道

行政
区分

正味固定
資産価額
（千円）

減価償却費
（千円）

④利益
対応税

合計
（①＋②＋③＋④

＋⑤）×（１＋「網使
用料算定根拠」記
載のⅩⅣ．料金設
定に使用する貸倒

率）

１ﾒｰﾄﾙごとの年額料金（円）

No.
③自己

資本費用
距離（m）

1メートル当たり
正味固定
資産価額
（円/m）

①設備管理運営費

②他人
資本費用
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Ⅲ　管路に係る年額料金

再) 減価
償却費

1 北海道 33,169,689 27,536,244 1,552,943 830 190 47 1 4 2 19 216

2 青森 9,030,681 8,097,308 403,665 897 200 45 1 4 2 25 232

3 岩手 10,138,483 16,323,778 617,006 1,610 339 61 2 8 4 37 390

4 宮城 13,023,303 20,575,746 846,849 1,580 338 65 2 8 4 28 380

5 秋田 7,570,585 7,684,446 372,372 1,015 225 49 1 5 2 25 258

6 山形 7,594,072 6,791,033 338,850 894 199 45 1 4 2 23 229

7 福島 11,304,940 12,960,169 661,979 1,146 257 59 2 6 3 26 294

8 茨城 15,601,506 15,286,468 828,778 980 222 53 1 5 2 21 251

9 栃木 11,820,132 13,194,909 707,145 1,116 253 60 2 6 3 20 284

10 群馬 10,513,602 12,034,237 645,896 1,145 259 61 2 6 3 23 293

11 埼玉 21,700,314 23,280,788 1,398,290 1,073 250 64 2 5 3 16 276

12 千葉 26,016,296 25,648,260 1,500,854 986 228 58 1 5 2 13 249

13 東京 56,995,690 120,524,567 6,518,481 2,115 480 114 3 10 5 39 537

14 神奈川 26,506,767 42,633,447 2,143,734 1,608 359 81 2 8 4 25 398

15 新潟 14,136,202 16,758,785 790,195 1,186 261 56 2 6 3 25 297

16 山梨 5,588,781 7,975,106 379,332 1,427 314 68 2 7 3 31 357

17 長野 13,916,606 12,773,582 718,726 918 210 52 1 5 2 15 233

※管路には管路・マンホール・ハンドホールを含む。

※当社の固定資産管理単位の都合上、一部行政区域と合致しない地域があるが、該当する地域については当社の固定資産管理単位に従って算定した。

Ⅳ　電柱に係る負担額

　２０２６年４月１日から２０２７年３月３１日までの間に適用する負担額

区       　分 金　　額　　等 備        考

15,431 （単位：円）

1,121 （単位：円）

735 （単位：円）

11 （単位：円）

38 （単位：円）

18 （単位：円）

237 （単位：円）

1,425 （単位：円）

⑤調整額

①取得固定資産価額

No. 距離（m）

1メートル当たり
正味固定
資産価額
（円/m）

管路

１条あたり１ﾒｰﾄﾙごとの年額料金（円）

③自己
資本費用

④利益
対応税

行政
区分

正味固定
資産価額
（千円）

合計
（①＋②＋③＋④

＋⑤）×（１＋「網使
用料算定根拠」記
載のⅩⅣ．料金設
定に使用する貸倒

率）

①設備管理運営費

②他人
資本費用

減価償却費
（千円）

2024年度の自立柱を除いた建設費と舗装破砕復旧費の実績に基づ
き１使用箇所あたりの取得固定資産価額を算定したもの

③他人資本費用

（再掲）減価償却費

②指定設備管理運営費

（②＋③＋④＋⑤＋⑥）×（１＋「網使用料算定根拠」記載のⅩⅣ．
料金設定に使用する貸倒率）

⑦年額料金（１使用箇所数ごと）

⑥調整額

⑤利益対応税

④自己資本費用
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